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2026年4月25日（土）～ 6月14日（日）
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昭和元（1926）年から　   年
　　　　文学のゆたかな実りをたどります
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月曜日（4月27日、5月4日は開館）、5月7日（木）
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＊（　）内は20名以上の団体料金、県内宿泊者割引料金
＊高校生以下の児童・生徒は無料
＊大学生と高校生は学生証等持参
＊65歳以上の方は無料。年齢がわかるものをご提示ください
＊障害者手帳をご持参の方およびその介護をされる方は無料

文学館常設展・美術館コレクション展共通券
一般680円、大学生340円

山梨県立文学館
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山梨県立美術館
（芸術の森公園内）
山梨県立美術館
（芸術の森公園内）山縣神社

北交差点
山縣神社
北交差点

[電車・バス] 
JR中央本線甲府駅より 
● JR甲府駅バスターミナル (南口) 1番乗り場より、 03・04系統 
  竜王駅経由敷島営業所、 30系統 貢川団地、35系統 大草経由
  韮崎駅、39系統 御勅使 各行きのバスで約15分、「山梨県立
美術館」 下車。
※当館ホームページからもバスの時刻表をご覧いただけます。 
● タクシーで約15分 
[車] 
中央自動車道 
●甲府昭和インターチェンジより約10分 
●双葉スマートインターチェンジより約10分 ※ETC専用 
中部横断自動車道 
●白根インターチェンジより約20分

み　だ　い
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X（旧Twitter）
@bungakukan_ymns

Instagram
@yamanashi_art_literature_park

常設展観覧料でご覧いただけます。　
一般330円（260円）　大学生220円（170円）

開館時間

休 館 日

展示室：9:00～17:00（入室は16:30まで）
閲覧室：9:00～19:00（土･日・祝日は18:00まで）

太宰治「ヴィヨンの妻」原稿〈寄託資料〉

谷崎潤一郎　佐藤春夫宛書簡　1931（昭和6）年4月10日
前年に谷崎は千代夫人と離婚、千代は佐藤と再婚し、谷崎はこの年4月、古
川十未子と再婚した。書簡は結婚直前の谷崎を訪問した佐藤夫妻が東京
に戻って間もない時のもの。千代の妹せい（女優の葉山三千子）の身の振り
方についての相談や谷崎原作の舞台への誘いなどが記される。

表題作「蒼氓」のほか「石女」「毒草苑」「霧海」
を収録。「蒼氓」は、同年創設された第1回芥川
龍之介賞の受賞作。

「展望」第15号（1947年3月）掲載。

石川達三『蒼氓』
1935（昭和10）年10月　改造社

風間完画　山本周五郎「樅ノ木は残った」イメージ画
「樅ノ木は残った」は「日本経済新聞」連載（1954～1956年）後、数度に
わたり単行本化されるなど人気を博した。風間完は1969（昭和44）年8月、
講談社刊行の際に装幀を担当。この水彩画は当館の企画展「曲軒・山本
周五郎の世界」（1998年10月）開催にあたり新たに制作されたもの。

会期：4月24日（金）～ 6月14日（日）
会場：1F 閲覧室

■講演会「『暗い昭和』と『陽だまりの昭和』のあいだ」
日時：5月30日（土）午後1時30分～午後3時
講師：川本三郎（文芸評論家）
会場：講堂　定員500名　無料

■朗読公演会　
　文学座「ひかりごけ」(原作：武田泰淳)
日時：6月7日（日）午後2時～午後3時15分（予定）
会場：講堂  定員500名　無料

■年間文学講座3　
　特設展「昭和文学をふり返る」の見どころ
日時：5月17日（日）午後2時～3時10分
講師：高室有子（当館学芸員）　
会場：研修室　定員70名　無料

■名作映画鑑賞会「山と谷と雲」（原作：檀一雄）
  （映画の申込みは4月14日から受け付けます）
日時：5月23日(土)午後1時30分～　96分
会場：講堂　定員300名
監督:牛原陽一　出演：石原裕次郎、北原三枝、金子信雄ほか

■閲覧室資料紹介「昭和文学再発見」
資料は手にとってご覧いただけます。入場無料、申込み不要

関連イベント ※いずれも無料

ご利用のご案内

観覧料

交通のご案内

李良枝が「由煕」で1989（平成元）年第100回
芥川賞受賞の際、正賞として贈られた懐中時計

〈寄託資料〉
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＊電話または当館ホームページの「イベント」欄申込み
　フォームからお申し込みください。
（年間文学講座はお電話のみの受付です）
＊先着順で定員になり次第締め切りとなります。


